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研究成果の概要（和文）：　期間中に日本、ベトナムおよびインドネシアで野外調査を実施し、マカク属を中心とした
霊長類による種子散布特性の地域間比較を行った。
　日本では宮城県金華山島および香川県小豆島で調査を行い、ニホンザルの糞の採集、採食品目の記録、植生調査を行
った。ベトナムではソンチャ自然保護区で野外調査を行い、アカゲザルならびに同所的に生息する食肉類の糞の採集を
行った。インドネシアではパンガンダラン自然保護区で野外調査を行い、カニクイザル、ジャワルトンの糞採集、採食
行動の観察、植生調査、発芽実験を行った。調査期間中に学会発表ならびに論文を執筆して成果の一部を公表した。

研究成果の概要（英文）： During the project between 2011-2013, I conducted field surveys in Japan (Kinkaza
n and Shodoshima), Vietnam (Son Tra NR), and Indonesia (Pangandaran NR). I collected faecal samples of mac
aques and sympatric animals, conducted behavioral data of primates, vegetation survey, and germination tes
ts. During the study, I analyzed the part of results and showed them at saeveral congress and in scientifi
c papers. 
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１．研究開始当初の背景 
 霊長類・偶蹄類・ゾウなどの大型哺乳類は、
糖分が豊富で消化率の高い果実を好んで採
食し、その種子を移動先で糞中に排泄したり、
移動中に吐き出すなどして種子を散布する。
れまでに行われた大型哺乳類による種子散
布の研究には、2 つの大きな問題があった。
第一は、同所的に生息する他の散布者と比べ
たときの、大型哺乳類の散布者としての役割
の定量的な評価が欠落していたこと、第二は、
集団で生活する哺乳類において、彼らの高度
な社会システムが、種子散布に与える影響が
評価されていなかったことだ。たとえば群れ
生活を営む霊長類では、個体の採食行動のパ
ターンが自らの社会的なステータス（たとえ
ば性・年齢・社会的順位）に応じて変化する
ことが知られている。このような違いは、果
実内に含まれる種子の散布特性（糞中に排泄
される種子の量、植物種数、破壊率など）の
違いに反映されるだろうから、霊長類の散布
者としての役割には、群れ内変異があると予
想される。しかし、驚くべきことに、種子散
布研究において社会システムが散布特性に
及ぼす影響は、これまでほとんど考慮されて
こなかった。霊長類の一グループであるマカ
ク属のサルは、熱帯地域から温帯地域まで、
旧世界の広い範囲に生息するという特徴を
もつ。したがって、種子の散布特性を、熱帯
地域に生息する種と温帯地域に生息する近
縁種で比較できるという利点がある。すなわ
ち、熱帯－温帯の間で種子散布者ギルドが大
きく変化したとき、霊長類の散布者としての
相対的な役割がどう変化するのかについて
は、彼らを調査対象とすれば容易に評価でき
ると考え、本研究を立案した。 
２．研究の目的 
本研究の目的のひとつは、森林生態系にお

ける、大型哺乳類の種子散布者としての相対
的な役割を、マカク類をモデル動物として、
熱帯・温帯の両地域で評価することである。
他の動物による散布特性と比較することに
より、従来からの「大型哺乳類＝重要な散布
者」という位置づけに再検討を促す。本研究
のもうひとつの目的は、「社会的なまとまり
をもつ群れで生活する」という、霊長類に特
有な生活様式が、各個体の採食行動を介して、
種子の散布特性に及ぼす影響を明らかにす
ることである。これにより、種子散布研究に
おいてこれまで軽視されてきた、群れ内の個
体差の問題を考慮することの重要性を指摘
する。 
３．研究の方法 
本研究では、国内外の 3箇所でマカク類の

調査を実施し、果実類の採食行動の観察を行
うと同時に、主要な果実生産木で定点調査を
行って、サル以外の動物の果実食の程度を定
量的に評価した。また、糞分析および発芽実
験を行って種子散布様式を把握した。これら
の作業を通じて、各調査地の種子散布者ギル
ドにおける、マカク類の役割の相対的な重要

性を明らかにした。得られた結果をニホンザ
ル（温帯）とアカゲザル・カニクイザル（熱
帯）で比較することで、ギルド構造が変化し
た際の、散布者としての相対的な重要性の変
化を評価した。ニホンザルについては、群れ
内で社会的順位の異なる各個体を追跡し、各
個体の種子散布特性を比較することにより、
社会システムは種子散布に群れ内変異をも
たらすか否かを検証した。 
４．研究成果 
期間中に日本、ベトナムおよびインドネシ
アで野外調査を実施し、マカク属を中心とし
た霊長類による種子散布特性の地域間比較
を行った。 
 日本では宮城県金華山島および香川県小
豆島で調査を行い、ニホンザルの糞の採集、
採食品目の記録、植生調査を行った。ベトナ
ムではソンチャ自然保護区で野外調査を行
い、アカゲザルならびに同所的に生息する食
肉類の糞の採集を行った。インドネシアでは
パンガンダラン自然保護区で野外調査を行
い、カニクイザル、ジャワルトンの糞採集、
採食行動の観察、植生調査、発芽実験を行っ
た。調査期間中に学会発表ならびに論文を執
筆して成果の一部を公表した。 
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